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Ⅰ．問題と目的
　臨床心理士養成大学院のカリキュラムに位置する「臨
床心理実習」は、大学院生が心理臨床訓練を初めて経
験する機会として重要な役割をもっている。 ２ 年間の
養成のなかでは、学内での実習をその基礎として、学
外における外部実習を実施している大学院が多い。こ
の外部実習は特に、講義や演習により学内で得た知識
を、現実の臨床現場との関わりの中で実践に移すトレー
ニングの場となっている。それらは大学院生にとって、
大学院内という守られた場から初めて臨床の場に実際
に身を置き、心理臨床の専門性の重さを自覚する機会
とも言え重視される。
　汎用性ある臨床心理士の養成を目指し、学外実習で
は基本的に医療、福祉、教育など複数の領域において
実施している大学院が多い。学校臨床心理実習に特化
した研究としては、実習生自身による教育領域の実践
事例報告（奥野ら，２003;北林ら，２008など）や、教員
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による所属大学院独自の実習実践研究報告　（本間，
２003;福田，２011；岡本ら，２013など）は、配置事業開
始後間もない時期から多数みられている。しかし、臨
床心理士養成大学院における学校臨床心理実習に関わ
る実態を全国的に把握している研究は、まだみあたら
ない。
　そこで、全国の臨床心理士養成大学院を対象に質問
紙調査を実施した上で、大学院における学校臨床心理
実習をめぐる実態を把握してきた。その調査（金ら，
２01２；水﨑ら，２01２；　永井ら，２01２；　佐藤ら，２01２；
岡本ら，２01２）からは、全国的にみると学校臨床心理
実習を行っているのは、回答を得た109校のうち53校と
約半数であり、実施にはさまざまな課題もあることが
分かった。本研究では、インタビュー調査に同意が得
られた大学院を対象に、各大学院の実際から学校臨床
心理実習を維持する意義や工夫を明らかにすることを
目的とする。
Ⅱ．方　法
１ ．調査対象校：
　臨床心理士養成大学院（専門職大学院を含む）164校
（２011年 4 月時点）の内、東北地方の ７ 校を除く15７校
に質問紙調査を依頼し、109校から回答を得た。その中
で、学校臨床心理実習を行っている53校のうち、イン
タビュー調査について同意が得られ、かつ実習期間が
1 年以上の大学院２0校を対象とした。対象校である２0
校の大学院の内訳は、臨床心理専門職大学院 1 校、指
定校 1 種19校、 ２ 種 1 校であった。
２ ．調査時期：
　２011年 8 月～1２月
３ ．インタビュー調査：
　大学院教員や実習生を対象として、各大学院の学校
臨床心理実習の実態についてインタビュー調査を行っ
た。インタビューは半構造化面接により、原則的に以
下の項目について尋ね、加えて、その大学院の実習形
態に特徴的な内容について自由に話を聴いた。
〈半構造化面接の観点〉
①「導入根拠」：どういう経路により大学院実習を実
施するに至ったか。
②「活動対象」：実習生は誰（どこ）を対象に臨床心
理活動を実施しているか。
③「養成目標」：大学院教員としてその実習におい
て、大学院生に何を養成したいか。
④「大学院指導担当教員」：大学院において、学校臨
床心理実習の担当状況（単独 ・ 複数 ・ 全員）。
⑤「実習への支えと SV」：実習生の実習を支えるシ
ステムや SV の状況。
⑥「各大学院の実習形態の独自性」：その大学院の実
習の特徴はどのようなものか。
⑦「教員がとらえる実習生にみられる成果」：大学院
教員からみて、その学校臨床心理実習の成果は何
か。
⑧「教員の実習実践に関わる思い」：教員の学校臨床
心理実習を実施しての思い。
Ⅲ．結果と考察
　半構造化面接を通して得られた結果を整理し、表 1
に示す。
　表 1 に見る各校の実習内容の結果を整理すると、以
下の項目が得られ、主な特徴が考察された。
１ ．導入根拠
　実習校を開拓し、実習生の派遣を可能にしている根
拠は、以下の 5 つに大別できた。同一大学院で複数の
ルートを通して、複数の実習形態を持っている大学院
もあった。
⑴　教育委員会
　教育委員会との連携のもとに、学校に配置されてい
るもの。教育委員会には、学校の教育相談機能を充実
しようとする意図があり、大学院からの実習依頼を受
け入れ、管内の学校長を通じて学校に実習生を配置す
る。表 1 の当該欄の中で※印は、教育委員会からスクー
ルサポーターや学習支援員など有償の形で学校に派遣
し、大学院がそれを実習とみなしている場合を示す。
⑵　校長契約
　学校長との契約の下に、その学校に実習生を配置し
ているもの。※印は学校長了解の下、保護者と契約し、
有償で特定の児童の観察や支援を行う形をとっている。
⑶　SC 依頼
　大学院教員から既知の間柄にある SC に実習生の受
け入れを依頼し、その後、学校長の了解を得て学校に
配置しているもの。大学院教員が個人的に信頼を寄せ
ている SC が選ばれている。
⑷　教員 SC 指導
　大学院教員が SC を兼務している学校に、大学院生
を実習生として導入し、現場で共に活動しながら臨床
指導をしている。
⑸　附属学校
　その大学の附属学校に配置するもの。
２ ．活動対象
　実習生の活動は、その対象や領域の広がりという観
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点から、以下のような項目が得られた。
⑴　コミュニティ的支援
　学校全体をコミュニティとして心理臨床的活動をし
ている。相談室を活動の拠点とするなど、全校を視野
に入れて、来談する児童生徒らとグループや個人で関
わり、教員との連携が軸になって、コミュニティへの
定着が図られるプロセスがみられるものもある。
⑵　個別支援
　学校から依頼を受けて、あるいは、相談室を訪れた
生徒と関わるなど、特定の児童生徒に継続的に関わる、
個への関わりが中心となる活動である。
⑶　相談室運営
　SC と連携を持ちながら、大学院生がチームで相談室
での活動を行う例や大学附属校の信頼関係を生かして、
相談室運営を行うものなどがある。
３ ．養成目標
　大学院教員の期待する心理臨床の専門性の成長は、
以下の ２ つに大別できた。
⑴　個人臨床力
　特定の児童生徒との関わりを中心にして、心理臨床
的力量を養う。相談室に来談した児童生徒との会話を
重ねる経験や、相談室におけるプレイセラピー、学校
内における教育相談活動としてアセスメントやカウン
セリング活動、発達障害児への支援、予約制による相
談活動などがみられる。
⑵　コミュニティにおける心理臨床力
　コミュニティを形成する学校組織や教員の分掌、児
童生徒の集団など学校全体を視野に入れて活動し、コ
ミュニティにおける心理臨床力を養う。臨床心理地域
援助の視点や、グループアプローチ、組織やグループ
を背景にしながら個人へのアプローチを行うなどがみ
られる。
４ ．大学院指導担当教員
　大学院教員が、大学院の中で実習生をどのような体
制で指導担当しているかに着眼した。以下の 3 群に大
別できた。
⑴　単独
　大学院の中で、学校臨床心理実習をコーディネーター
である教員が単独で担当している。
⑵　複数
　大学院の中で、学校臨床心理実習をコーディネーター
として担当する教員に加えて、複数の教員で関わって
いる。
⑶　全教員
　大学院の中でコーディネーターが中心になりながら
も、全教員が学校臨床心理実習をシェアして全員の実
習生を SV して関わっている。
５ ．実習への支えと SV
　実習生の実習を支えるシステムや SV の状況として
は、以下の 4 項目に大別できた。
⑴　個人 SV
　大学院教員による個人 SV、大学院外部のスーパー
ヴァイザーによる SV、実習校 SC による SV などがみ
られる。心理臨床的関わりの育成の第一歩を支え、そ
の実習生の人間性をとらえた指導を行う。
⑵　グループ SV
　教員もメンバーの一員として関わり、グループ SV
が行われている。メンバー間で異なる実習現場で得た
経験を共有することにつながり、互いに支えあいなが
ら、自分自身の課題にも直面して言語化する力が育つ。
⑶　ピアによるサポート
　院生同士が自主的にグループでピアサポートを行っ
ている。経験したことを話し合う場として、あるいは
グループでのカンファレンス、研究会形式などをとっ
ている。いずれも、大学院教員はそれを貴重な機会と
して見守り、必要な機会にはバックアップしている様
子が伝えられる。
⑷　実習校教員による指導
　実習配置学校の管理職や教員による実習生への指導
が、実習校内で行われている。教師により学校の立場
から関係する情報や考え方を伝えられて、実習生は自
身の関わりについて考えることができる。
　⑴～⑷は、実習生を異なる側面から支えるものであ
り、表 1 に見るように、複数の手法をとって実習生の
実習を支えている大学院が多い。実習生が大学院時代
にどのような支えや SV を経験するかは、修了後の臨
床的成長に大きな影響をもたらすと考えられ、重要な
事項である。
６ ．各大学院の実習形態の独自性
　各大学院の実習の実際をみると、各校の独自性が強
く、実習形態において一定の分類は困難であった。各
大学院にはそれぞれその大学院が置かれた条件があり、
それを前提に実習を進めていくことが必要である。各
大学院にはコーディネーターとなっている大学院教員
が存在し、その実習のあり方を工夫し、教員自身の専
門性も生かしながら、教育委員会や学校長、スクール
カウンセラーなどの関係者と積極的な連携を図って実
施していることがみられた。その結果、実習の形態は、
その学校の数だけあるといってもよいほど多様な形態
がとられている。
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頼
を
得
る
。
仲
間
同
士
の
自
主
運
営
力
が
育
つ
よ
う
大
学
院
教
員
が
節
目
で
関
わ
り
な
が
ら
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
姿
勢
で
い
る
。
E
教
育
委
員
会
※
個
別
支
援
個
人
臨
床
力
単
独
個
人
SV
（
院
教
員
）
発
達
障
害
に
個
別
で
か
か
わ
る
実
習
を
、
院
生
か
ら
の
申
し
出
で
院
教
員
が
実
習
先
を
探
す
。
SC
と
は
別
日
で
特
別
支
援
非
常
勤
。
教
員
は
「
生
徒
と
は
適
当
に
距
離
を
と
っ
て
」
と
伝
え
る
。
実
習
生
は
自
分
で
動
い
て
学
ぶ
。
院
教
員
は
、
資
料
の
作
り
方
、
経
過
、
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
の
仕
方
を
5
段
階
評
価
。
で
き
あ
が
っ
た
集
団
の
中
で
、
生
徒
・
実
習
生
と
い
う
ポ
ジ
シ
ョ
ン
の
違
い
を
感
じ
な
が
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
難
し
さ
を
知
る
。
大
学
院
生
の
実
習
学
習
へ
の
ニ
ー
ズ
を
実
現
化
す
る
。
F
教
育
委
員
会
※
個
別
支
援
個
人
臨
床
力
全
教
員
グ
ル
ー
プ
教
育
委
員
会
と
契
約
し
、
特
別
支
援
支
援
員
と
し
て
公
立
小
学
校
に
全
院
生
が
週
1
回
出
る
。
教
員
が
実
習
生
へ
の
SV
体
制
を
抱
え
る
。
教
員
チ
ー
ム
と
全
院
生
が
一
体
と
な
っ
て
、
そ
の
日
の
臨
床
実
践
を
振
り
返
り
、
事
例
理
解
を
学
ぶ
。
院
生
の
自
立
に
つ
い
て
課
題
も
認
識
し
て
い
る
。
自
分
の
対
応
を
振
り
返
り
語
れ
る
よ
う
に
な
る
。
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
へ
の
動
機
づ
け
が
高
ま
る
。
教
員
自
身
と
し
て
も
実
習
生
の
臨
床
実
践
に
関
心
を
寄
せ
、
臨
床
的
学
び
の
積
極
的
展
開
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。
G
教
育
委
員
会
※
個
別
支
援
個
人
臨
床
力
単
独
学
校
教
員
指
導
大
学
院
が
、
近
隣
の
自
治
体
で
実
施
し
て
い
る
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
、
学
校
支
援
員
等
の
募
集
を
院
生
に
紹
介
。
院
生
が
個
人
で
教
育
委
員
会
に
応
募
し
、
非
常
勤
と
し
て
勤
務
。
SC
と
の
接
触
は
な
い
が
、
担
任
・
教
頭
が
指
導
。
発
達
障
害
児
・
不
登
校
児
へ
の
援
助
を
通
し
て
、
臨
床
経
験
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
。
学
生
が
実
習
機
会
を
自
発
的
に
開
発
し
活
動
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
H
教
育
委
員
会
※
個
別
支
援
個
人
臨
床
力
単
独
グ
ル
ー
プ
10
年
あ
ま
り
が
経
過
す
る
中
で
学
校
は
学
生
の
実
習
に
対
し
て
開
放
的
に
な
っ
て
き
て
い
る
が
、
理
解
を
示
す
学
校
と
の
連
携
が
残
っ
て
き
て
い
る
。
実
習
生
が
報
酬
を
得
て
い
る
場
合
に
は
、
教
員
は
実
習
の
詳
細
に
は
立
ち
入
ら
な
い
。
学
生
は
授
業
に
つ
い
て
い
け
な
い
児
童
の
観
察
や
補
助
、
お
よ
び
学
習
指
導
を
行
っ
て
い
る
。
生
徒
か
ら
見
た
学
校
と
先
生
か
ら
見
た
学
校
の
違
い
を
実
感
す
る
経
験
を
持
つ
。
実
習
生
や
実
習
活
動
の
水
準
の
評
価
基
準
を
作
り
効
果
的
な
実
習
形
態
を
考
え
た
い
。
I
校
長
契
約
個
別
支
援
個
人
臨
床
力
複
数
個
人
SV
（
院
教
員
）
グ
ル
ー
プ
発
達
障
害
児
の
学
習
補
助
。
1
学
級
に
院
生
を
1
人
ず
つ
配
置
。
実
習
校
で
の
事
例
会
議
に
大
学
院
教
員
も
参
加
、
学
校
教
員
の
指
導
に
貢
献
し
て
、
実
習
シ
ス
テ
ム
の
継
続
に
も
つ
な
が
る
。
児
童
の
心
理
検
査
を
大
学
院
相
談
室
で
協
力
し
て
実
施
。
実
習
生
は
Ｍ
1
、
Ｍ
２
希
望
者
か
ら
決
定
。
ク
ラ
ス
単
位
の
集
団
の
現
実
の
中
で
、
児
童
を
観
察
す
る
力
が
身
に
付
く
。
実
習
生
配
置
校
へ
の
臨
床
心
理
的
援
助
を
大
学
院
教
員
お
よ
び
心
理
臨
床
相
談
室
が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
で
、
実
習
の
安
定
化
を
図
っ
て
い
る
。
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J
校
長
契
約
※
個
別
支
援
個
人
臨
床
力
全
教
員
個
人
SV
（
院
教
員
）
グ
ル
ー
プ
学
習
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
保
護
者
と
契
約
。
日
常
の
児
童
の
観
察
を
、
F
A
X
に
し
て
保
護
者
に
報
告
。
大
学
院
教
員
が
F
A
X
を
毎
回
確
認
、
指
導
。
保
護
者
、
教
員
、
大
学
院
の
密
な
連
携
で
児
童
を
支
え
る
形
。
院
教
員
は
学
校
と
院
生
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
重
視
。
親
し
み
や
す
い
臨
床
家
に
な
る
こ
と
を
指
導
す
る
。
心
理
臨
床
的
観
察
力
と
、
保
護
者
へ
の
働
き
か
け
と
い
う
大
き
な
経
験
を
得
る
。
大
学
院
教
員
が
一
体
感
を
も
っ
て
支
え
る
こ
と
で
、
厳
し
い
臨
床
指
導
が
可
能
に
な
る
。
K
校
長
契
約
個
別
支
援
個
人
臨
床
力
単
独
個
人
SV
（
院
教
員
）
高
校
の
相
談
室
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し
て
校
長
と
大
学
院
が
契
約
。
学
校
側
が
生
徒
か
ら
の
ア
ポ
イ
ン
ト
を
集
約
し
、
院
生
は
ケ
ー
ス
予
約
に
合
わ
せ
て
学
校
に
出
向
く
。
実
習
校
が
学
校
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
院
生
の
相
談
担
当
を
広
報
。
ニ
ー
ズ
は
衰
え
ず
、
ケ
ー
ス
は
重
い
。
院
生
に
は
内
地
留
学
教
員
も
多
く
存
在
す
る
。
個
別
臨
床
の
力
（
相
談
室
経
営
）
が
向
上
す
る
。
高
校
相
談
室
の
運
営
を
任
さ
れ
る
こ
と
で
、
心
理
臨
床
現
場
の
現
実
に
自
立
し
て
対
応
で
き
る
力
が
付
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
L
校
長
契
約
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
的
支
援
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る
心
理
臨
床
力
複
数
個
人
SV
（
院
教
員
）
グ
ル
ー
プ
学
校
を
場
と
す
る
心
理
臨
床
実
習
。
自
分
で
動
き
を
考
え
さ
せ
る
。
組
織
と
個
別
支
援
、
自
由
来
室
活
動
、
相
談
室
運
営
の
視
点
も
持
つ
。
実
習
学
校
内
に
教
育
相
談
協
議
会
を
設
置
し
そ
こ
に
管
理
職
、
実
習
校
教
員
、
実
習
生
、
大
学
院
教
員
が
参
加
し
た
組
織
作
り
を
行
い
実
習
生
の
組
織
的
受
け
入
れ
を
願
う
。
SC
と
連
携
の
下
、
集
団
内
で
の
個
へ
の
支
援
と
組
織
内
で
の
支
援
活
動
が
身
に
付
く
。
学
校
の
組
織
的
営
み
の
中
に
実
習
生
の
活
動
を
位
置
付
け
、
学
校
臨
床
心
理
実
習
を
実
施
で
き
る
よ
う
工
夫
し
、
大
学
院
教
員
も
協
力
し
て
い
る
。
M
SC
依
頼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
的
支
援
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る
心
理
臨
床
力
単
独
個
人
SV
（
院
教
員
）
（
SC
）
ベ
テ
ラ
ン
SC
に
実
習
受
け
入
れ
を
依
頼
。
院
生
は
実
践
経
験
の
中
か
ら
臨
床
研
究
を
ま
と
め
る
こ
と
の
難
し
さ
を
実
感
し
て
い
る
。
環
境
と
SC
の
動
き
か
ら
院
生
自
身
が
学
ぶ
。
日
常
の
指
導
は
SC
に
任
せ
、
必
要
な
場
合
は
大
学
院
教
員
も
介
入
す
る
。
ベ
テ
ラ
ン
SC
の
連
携
の
下
、
家
族
力
動
や
集
団
力
動
の
視
点
か
ら
学
校
臨
床
を
研
究
的
に
捉
え
る
困
難
を
経
験
す
る
。
優
秀
な
SC
の
活
動
す
る
場
に
配
置
し
集
団
力
動
を
見
る
こ
と
で
、
自
然
に
学
ん
で
い
る
と
感
じ
て
い
る
。
N
SC
依
頼
教
育
委
員
会
個
別
支
援
個
人
臨
床
力
複
数
グ
ル
ー
プ
個
人
SV
（
SC
）
継
続
的
に
同
一
校
に
依
頼
し
、
安
定
的
に
実
施
。
兼
ね
て
よ
り
信
頼
す
る
SC
に
実
施
を
依
頼
。
公
立
対
象
校
で
は
教
育
委
員
会
が
実
習
を
円
滑
に
進
め
ら
れ
る
学
校
を
1
校
選
択
し
、
SC
と
同
日
で
勤
務
で
き
る
よ
う
に
配
置
。
SC
が
実
習
生
を
指
導
。
教
育
委
員
会
の
サ
ポ
ー
ト
に
よ
り
SC
の
専
門
性
を
学
ぶ
。
実
習
生
が
SC
の
下
で
十
分
学
べ
る
よ
う
、
教
育
委
員
会
が
自
主
的
に
動
い
て
く
れ
る
よ
う
、
大
学
院
教
員
が
動
い
て
い
る
。
O
SC
依
頼
個
別
支
援
個
人
臨
床
力
単
独
個
人
SV
（
SC
）
院
教
員
が
ベ
テ
ラ
ン
SC
に
実
習
を
依
頼
。
SC
の
面
接
陪
席
か
ら
、
後
半
は
学
校
に
お
け
る
プ
レ
イ
セ
ラ
ピ
ー
も
担
当
。
SC
が
実
習
生
指
導
。
実
習
シ
ス
テ
ム
を
維
持
す
る
た
め
に
も
大
学
院
と
し
て
SC
と
実
習
生
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
重
視
す
る
。
実
習
生
は
Ｍ
２
希
望
者
の
中
か
ら
教
員
が
決
定
。
組
織
的
動
き
が
乏
し
く
な
る
こ
と
が
課
題
。
SC
の
心
理
臨
床
専
門
活
動
を
間
近
で
見
て
、
感
動
す
る
。
同
一
校
へ
派
遣
さ
れ
て
い
る
メ
ン
バ
ー
各
校
5
、
6
人
ず
つ
で
支
え
合
い
活
動
し
て
い
る
。
信
頼
の
お
け
る
優
秀
な
SC
に
大
学
院
教
員
が
依
頼
し
、
実
習
お
よ
び
SV
を
委
嘱
し
て
い
る
。
SC
と
実
習
生
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
重
視
し
て
い
る
。
P
SC
依
頼
個
別
支
援
個
人
臨
床
力
単
独
個
人
SV
（
院
教
員
）
教
育
委
員
会
と
連
携
し
つ
つ
も
院
教
員
が
信
頼
す
る
SC
、
学
校
教
員
に
依
頼
。
SC
と
同
日
配
置
を
行
い
、
SC
補
助
と
陪
席
。
学
習
支
援
・
福
祉
的
支
援
な
ど
。
学
内
の
社
会
福
祉
の
実
習
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
実
習
シ
ス
テ
ム
お
よ
び
評
価
が
円
滑
に
進
む
。
SC
と
と
も
に
、
別
室
登
校
生
徒
へ
の
支
援
を
通
し
て
、
中
学
生
と
の
距
離
の
取
り
方
が
感
覚
的
に
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
た
。
大
学
内
で
歴
史
的
に
先
行
し
て
い
る
福
祉
コ
ー
ス
実
習
シ
ス
テ
ム
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
安
定
し
た
実
習
が
得
ら
れ
る
。
Q
SC
依
頼
個
別
支
援
個
人
臨
床
力
単
独
個
人
SV
（
SC
兼
院
教
員
）
実
習
校
内
の
相
談
室
で
、
SC
で
あ
る
院
教
員
が
院
生
と
臨
床
相
談
を
実
施
。
大
学
院
教
員
が
院
生
と
臨
床
実
践
を
コ
ー
ワ
ー
ク
し
な
が
ら
SV
を
し
て
い
る
。
学
校
実
習
で
は
院
生
の
実
践
力
の
差
が
現
れ
る
。
相
談
室
機
能
の
充
実
か
ら
、
地
域
の
役
に
立
つ
。
学
校
内
で
の
連
携
の
広
が
り
が
課
題
。
SC
と
の
ケ
ー
ス
・
コ
ー
ワ
ー
ク
を
通
し
て
臨
床
実
践
を
行
い
、
イ
ニ
シ
ャ
ル
ケ
ー
ス
体
験
も
得
る
。
配
置
校
の
SC
と
し
て
学
校
相
談
室
を
活
用
し
、
学
生
に
充
実
し
た
臨
床
心
理
相
談
を
体
験
さ
せ
た
い
。
R
附
属
学
校
相
談
室
運
営
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る
心
理
臨
床
力
複
数
グ
ル
ー
プ
個
人
SV
（
院
教
員
）
大
学
院
教
員
が
SC
と
し
て
か
か
わ
る
危
機
支
援
に
、
大
学
院
生
も
実
習
生
と
し
て
協
力
。
附
属
学
校
で
は
、
生
徒
の
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
・
ア
ン
ケ
ー
ト
、
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
、
心
理
教
育
な
ど
を
実
施
。
学
校
に
活
発
に
働
き
か
け
、
混
沌
と
し
た
中
か
ら
心
理
臨
床
の
役
割
が
地
域
的
視
野
も
持
ち
な
が
ら
学
校
の
中
に
位
置
づ
い
て
い
る
。
附
属
校
か
ら
の
信
頼
感
を
基
に
、
ニ
ー
ズ
の
把
握
と
積
極
的
取
り
組
み
を
構
築
し
、
危
機
支
援
の
実
績
を
あ
げ
る
。
大
学
院
教
員
が
自
ら
関
わ
る
臨
床
心
理
士
会
SC
チ
ー
ム
と
教
育
委
員
会
と
の
連
携
を
大
学
院
実
習
に
も
活
用
し
て
、
組
織
的
支
援
を
実
習
内
で
行
う
。
S
附
属
学
校
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
的
支
援
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る
心
理
臨
床
力
単
独
個
人
SV
（
院
教
員
）
配
置
学
校
で
は
教
育
実
習
を
は
じ
め
と
し
て
、
受
け
入
れ
る
べ
き
実
習
が
多
い
。
10
年
間
の
経
験
の
中
で
実
習
校
へ
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
大
学
院
は
「
実
習
」
を
「
サ
ポ
ー
ト
」
に
名
称
変
更
し
て
、
実
習
を
成
立
さ
せ
て
い
る
。
自
由
来
室
活
動
と
、
別
室
登
校
児
へ
の
対
応
を
実
施
。
学
校
全
体
の
中
で
、
役
立
つ
サ
ポ
ー
ト
を
仲
間
同
士
で
考
え
合
い
、
臨
床
力
が
身
に
付
く
。
実
習
配
置
校
が
実
習
を
負
担
に
感
じ
な
い
よ
う
、
実
習
の
継
続
へ
の
工
夫
を
、
大
学
院
教
員
も
共
に
考
え
る
。
T
附
属
学
校
相
談
室
運
営
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る
心
理
臨
床
力
単
独
ピ
ア
個
人
SV
（
院
教
員
）
附
属
学
校
の
相
談
室
（
SC
と
は
別
相
談
室
）
で
実
習
。
通
信
誌
発
行
、
ワ
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、
心
理
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的
に
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う
。
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で
相
談
室
の
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を
行
う
。
院
教
員
と
定
期
的
情
報
交
換
を
し
て
い
て
、
介
入
が
必
要
な
場
合
は
大
学
院
教
員
が
役
割
を
果
た
す
。
相
談
室
の
自
主
的
運
営
や
臨
床
現
場
の
ピ
ア
で
協
力
し
な
が
ら
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
経
験
す
る
。
大
学
院
教
員
は
院
生
の
余
裕
あ
る
実
践
力
に
任
せ
見
守
っ
て
い
る
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
研
究
重
視
に
な
り
実
習
が
縮
小
傾
向
に
な
る
の
を
案
じ
る
。
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７ ．教員がとらえる実習生にみられる成果
　専門的な側面からみて、心理臨床的成長の第一歩と
とらえられる態度や姿勢が挙げられている。教員によ
る具体的表現は大学院ごとに違いがあるが、共通点を
あげると以下のような観点がみられる。
⑴　導入根拠や活動対象等に関わらず、実習生がフィー
ルドの中で関わる対象（教師、児童生徒、保護者）が
変容していく過程を経験している（B,C,D,E,F,G,H,
I,J,K,L,M,N,O,P,Q,R,S,T）。
⑵　組織や集団を視野に入れた観察力が上がり、心理
臨床的なニーズを実習生がとらえていく（A,B,C,D,
E,F,G,H,I,J,K,L,M,N,R,S,T）。
⑶　SC の活動を観察し陪席等を行い、心理臨床の現場
における専門活動を経験する。SV を受けて現場を踏
まえた考察を得る（L,M,N,O,P,Q,R）。
⑷　実習を継続する中で、仲間と話し、仲間同士の支
え合いの重要性を実習生自身が感じるようになる。心
理臨床が支えられる活動として、大学院教員も重視し
ている（A,C,D,F,G,H,I,J,K,L,M,O,R,S,T）。
８ ．教員の思い
　学校臨床心理実習を実践する立場にある教員（コー
ディネーター）に、実習に関わる思いを尋ねたところ、
多様な表現の中にも、以下のような観点が抽出された。
⑴　大学院としての実習システムの維持に関わる思い
（A,H,I,J,K,L,M,N,O,P,R,S,T）
　実習実践を継続するために、関連機関との連携を維
持しようとするコーディネーターとしての多様な思い
が語られた。安定的な実習が可能になるように、実習
配置校の事例会議に大学院教員が参加する例、児童の
心理検査を大学院附属相談室が積極的に実施している
例もあった。また、SC に実習生を依頼するにあたっ
て、実習生と SC とのマッチングを重視して派遣して
いる例もあった。大学院教員が多大な努力をしている
ことが語られた。
⑵　実習生へのサポートシステムについての思い（C,
D,F,I,J,K,L,M,N,O,P,Q,R,S,T）
　学生が仲間同士で支え合うピアグループや、自主的
研究会などを見守り育てようとしている。大学院生が
自発的に支えあうシステムを開発することを、教員は
尊重している。
⑶　実習生に対する思い（B,E,F,G,J,K,L,M,Q,R,
T）
　その実習生に育つ心理臨床的な側面を現実的に思い
浮かべており、実習を通して変容することを期待して
いる姿がみられた。
Ⅳ．まとめ
１ ．実習実態に共通する特徴
　「導入根拠」と「活動対象」、「実習の特徴」の関連を
みると、以下のように大別できた。
⑴　教育委員会が実習を請け負い、「学校」に実習生を
派遣し、実習生が学校で「学校コミュニティへの
支援」を行うタイプ（A,B,C,D,N）
　配置初期は、学校内の観察や保健室での児童生徒の
関わり、授業や部活動での観察から始まり、児童生徒
や教員への毎朝の挨拶から学校に馴染むようになって
いく。児童生徒への関わりを行えるようになって、教
員との語りかけが始まると次第に実習活動が組織の中
で広がっていくことがみられる。教師との関わりも行
えるようになると、学校コミュニティにも視野が広が
り、児童生徒に関わる中で変容を感じる機会も増えて
いる。
　活動の具体性が決められていないために、導入初期
には実習校から、「実習生に何をさせたらよいか」問わ
れることも多い。ともすれば、学校として活用の方途
が分からず、関心がもたれないまま月日が経過する。
実習生が自発的に動かなければ実習活動は発展せず、
実習生自身も「何をやったらよいか分からない」と、
葛藤や無力感をもって、コミュニティへの動き方に苦
しい思いをする。それでも実習を年間通して継続して
いく中で、学校も支援の必要な児童生徒を依頼するな
ど、その活用方途を見出し、実習生も学校組織が見え
るようになる。学校と実習生の両者に苦しいプロセス
があるが、実習生はよく継続して、学校のニーズをと
らえ実習活動を展開していく例が多い。実習生は SV
やピアによって支えられている。
⑵　教育委員会から有償で、「特定の児童への支援」を
行うタイプ（E,F,G,H）
　教育委員会が報酬を支給して実施している、特別支
援教育支援員やサポーターなどに実習活動の一環とし
て参加している例も多い。このシステムでは特定の児
童への支援を対象とし、週 1 回学校内での支援活動を
している。教育委員会の事業であるだけに一般教員も
活用しやすく、指導に困難を感じている児童生徒への
指導に助力を求めて歓迎されている。
　本タイプについては、実習としての意義を認めなが
らも自立した業務として扱い、実習指導の対象として
いない大学院もあるが、実習指導の対象として授業時
間内に事例として取り上げる大学院もある。
⑶　学校長との契約のもと、学校単位での支援を行う
タイプ（I,J,K,L）
　大学院教員と校長とのかねてからの信頼関係を基盤
に、校長を通してその学校での実習を依頼しているも
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のである。学校における相談室活動や特定の児童への
支援等を充実するなど、校長の学校経営上の意図が反
映された実習内容となっている。例えば、全校的学校
教育相談組織に実習生を活用しているケースでは、実
習生だけでなく大学院教員も教育相談協議会に参加し、
運営に加わっている。また、発達障害児の学習補助を
行うにあたって実習生を一学級につき 1 名配置し、児
童や集団への支援も含めて行っているケースもある。
あるいは、一つの高等学校の相談室の全事例を一大学
院がそっくり引き受けているケースなどがみられた。
いずれの場合も、大学院教員が配置学校の運営に協力
している。
⑷　大学院教員から SC を通して実習を依頼するタイ
プ（M,N,O,P,Q）
　大学院教員が心理臨床の専門性において信頼し、一
定の評価をしている SC に実習を依頼している。実習
生への SV も依頼していることが多い。活動は相談室
内にあって、SC の面接への陪席や、相談室を訪れる児
童生徒への関わり、SV 等などが中心になっている。
実習そのものが SC に依存している割合が高いだけに、
大学院教員は依頼するにあたり、SC と実習生のマッチ
ングに配慮し、双方の関係構築を重視している。
⑸　附属学校と大学院との関係を基に、積極的支援活
動を展開する（R,S,T）
　附属学校としての信頼関係が基盤にあって実習生が
受け入れられやすく進展が大きいと考えられるケース
と、必ずしもそうとは言えず、配置学校への受け入れ
に工夫を要しているケースがあった。進展の大きいケー
スでは、児童生徒の心に関わるアンケートの実施や心
理教育の活動、SC の危機支援への同席、相談室運営な
ど、心理臨床の専門的活動を展開している。
２ ．学校臨床心理実習の成果と課題
　学内実習体験が、心理臨床教育の基本であることは
言うまでもないが、学校臨床心理実習は、その基礎力
を応用する場面が多いことに注目したい。
　子どもや教師が関わりの中で変容していく様を実感
する、教師という他職種との接触により刺激を受けて、
心理臨床的な観察力や判断力が養成される、発達段階
と集団を知る、現場で心理臨床に関わるニーズを把握
し、組織的な場や動きのなかで臨機応変に関わる、SC
の動きを間近でみることで心理臨床の専門家のモデル
を実感するなど、実習生は多様な経験を通して考え、
行動する場面に直面する。
　ただし、実習機会の安定的供給には多くのエネルギー
が必要である。佐藤ら（２01２）の臨床心理士養成大学
院対象全国調査からは、“大学院として学校臨床心理実
習の円滑化につながった働きかけ”として、「大学院に
コーディネーター役割を持つ教員がいて実習先と調整
を図る」が ７ 割に及んだ。表 1 に見る結果からも、大
学院各校の実践は、担当者であるコーディネーターが
鍵となって実習を運営していることが分かった。教育
委員会や学校長、スクールカウンセラー、附属学校の
協力など、実習生が直接関わらないところで多くの関
係者が、実習実践のために連携しあっているが、それ
をコーディネーターがつなぐことによって、実習が維
持されていると考えられた。
　ちなみに、表 1 からはコーディネーターが単独で実
習を担当している大学院が半数以上にのぼっている。
大学院も組織的には教員の異動の可能性もあり、実習
の安定的な継続のためには、複数、あるいは教員の全
体が関わっていることが望まれる。
　なお、実習システムはいったん成立していても、学
校や教師により取り組みに温度差がみられたり、人事
異動により実習への意識や理解が変動したり、また実
習生側にも個人差が大きくなったりして、安定的に実
習を維持することにはさまざまな工夫や努力が必要で
ある。実習学校にとっても、大学院（実習生）にとっ
ても実習が有益なものとなるためにシステムの運営に
加えて、具体的な活動の指針の開発なども必要なのか
もしれない。
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要　約
　学校臨床心理実習を 1 年間以上継続している臨床心理士養成大学院２0校を対象に、実習の実態につい
てインタビュー調査を行った。結果から、大学院での実習は、①教育委員会を経て学校コミュニティへ
の支援を行うもの、②教育委員会から有償で、児童生徒の個人を対象に支援するもの、③学校長と契約
を行い、その学校で支援を行うもの、④大学院教員から SC を通して実習を依頼するもの、⑤附属学校
で実習を行うものに大別できた。学校臨床心理実習を通して、子どもや教師が関わりの中で変容する実
感をもてること、教師という他職種から刺激を受けることで、心理臨床的な観察力や判断力が養成され
ること、発達段階と集団の実態を知ること、現場で心理臨床的なニーズを把握する力がつくこと、SC と
いう専門家像に触れ組織的な場や動きのなかで自分がそれに心理臨床的に関わる力がつくことなどの成
果が得られる。実習が組織的に安定して継続するためには、コーディネーターの尽力が不可欠であるこ
とが分かった。
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